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はしがき
昭和50年7月，（社）日本溶接協会鉄鋼部会技術委員会にr脆性破壊からみた溶接部の欠

陥評価」のWES案作成のためのワーキング・グループとしてWSD委員会が設置されて以来

欠陥評価に関する内外の関連諸規格沿よぴ研究成果について討論を重ね，ここに国内における

最近の研究成果をとり入れつつ独自の考え方を盛り込みながらr脆性破壊発生に対する溶接欠

陥の許容判定基準」の原案がまとめられた。

本基準案にはまだ多くの不満足な点があると思われるが，関係各位の忌揮のない御批判と御

高見を期待したい。

WS　D委員会の構成は別記の通りであり，ここに関係諸機関，委員各位の御協力に心から，

御礼を申し上げる。

昭和51年11月
鉄　鋼　部　会
技術委員会委員長　　金　沢

WSD委員会主査　　町　田
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進
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表1　”委員会開催状況

回数

1

2

3

4

5．

6．

7

8

9

10

11

12

幹

13

開催日

50．

50．

7．30

9．11

50．10．　6

50．10．24

50。12．　9

51．　1．27

51．　3．15

51．　4．12

51．　5．19

51．　6．17

51．　7．　2

51．　7．20

51．　9．　6

51．11．　1

場 所

私学会館
〃

〃

〃

〃

〃

　　〃

産報佐久間ビル

　　〃

　　〃

八重州　竜名館

産報佐久間ビル

　　〃
三菱
中島会館クラブ

主 な 議 題

o委員会の設立趣旨と今後の運営方針

O　Burdek　inの提案についての検討

○日本溶接協会J　IS　Z3104改正委員会
　鋼溶接部の等級分類（石井私案）の検討

O　Burdek　inの提案についての検討

O　ASME　Sec．田Append　ix　Uの検討

o　A　SME　Sec．X［Appendix　Aの検討

o疲労き裂伝播寿命を基準とする疲労設計法沿よ

ぴ安全性評価法

○欠陥評価のフローと問題点の抽出

○継手の標準化に関する検討

○欠陥の形状寸法の標準化

○欠陥評価の原案骨子の決定と分担

○溶接欠陥の許容判定基準案の検討

O　　　　　　〃

O

○

○

○

○

〃

〃

〃

〃

〃

○報告書案の検討

表2 配　　布　　資　　料

WSD－1

〃　一2

〃　一3

〃　一4

〃　一5

〃　一6

日本工業規格　JIS－Z3104（1968）

鋼溶接部の放射線透過試験方法むよび透過写真の等級分類方法

I　IW－WGS　D－13“Proposed　Acceptance　St　andards　for　Fl　aws

with　respect　to　Failure　by　Brittle　Fracture”

I　IW－WGSD－14　般Addi　t　i　ona　l　Note　s　for　gu　idan　ce　on　Propo－

sed　Accept　ance　Standard（DOG　X－WGS　D－13）

I　IW－WGSD－15

鋼溶接部の等級分類（石井私案）

石井私案に対する回答
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WS　D－7
〃　一8

〃　一9

〃　一7ノ

〃　一10

〃　一11

〃　一12

〃　一13

〃　一14

〃　一15

〃　一16

〃　一17

〃　一18

〃　一19

〃　一20

〃　一21

〃　一22

〃　一23

〃　一24

〃　一25

〃　一26

〃　一27

〃　一28

〃　一29

〃　一30

〃　一31

〃　一32

〃　一33

〃　一34

〃　一35

〃　一36

〃　一37

〃　一38

〃　一39

WSD－2．3に対する考察

ASME　Sec皿　ApPendixG

ASMESecX抜葦
WS　D－2沿よび3に対する考察

ASME　Sec）豆App　Aメモ
J　I　S－Z－3104改正委員会からの手紙

WRGB175頓PVRG　Recommendations　on　Toughness
Requ　i　r　emen　t　s　fo　r　Fe　r　r　i　t　i　c　Ma　te　r　i　a　l　s”

Pr　o　po　sed　a　s　s　e　smen　t　me　thods　f　or　f　l　aws　wi　th　re　spe　c　t　to

fai　lure　by　britt　le　fracture（本資料はWSD－2および3と同じ）

疲労き裂伝播寿命を基準とする疲労設計法および安全性評価法

欠陥評価のフローチャート蔚よび検討事項

De　s　i　gm　A　ga　i　n　s　t　b　r　i　e　t　l　e　f　ra　c　tu　re

破壊パラメータの決定

欠陥評価のフローチャート検討事項（その2）

欠陥の形状寸法の標準化

Gomme　n　t　s　on・t　he　d　r　a　f　t　Br　i　t　i　sh　S　t　a．n　da　rd　f　or　t　he　de　r　i　va　t　i　on，

o　f　acce　pt　ance　l　eve　l　s　f　or　we　l　d　（ie　fec　t　s

3．1欠陥の代表寸法（のの決定

3．3応力・ひずみの標準化

3．3溶接継手の分類と応力・ひずみの標準化

DBモデルによるDesign　Gurveについて

4．2δ，値の簡易推定法

3－1欠陥特性寸法

3－2疲労による欠陥寸法の拡大

3－3応力・ひずみの標準化

3－4GODの設計曲線
4－2δ，値の簡易推定法

目次案

3－1欠陥特性寸法の設定

3－2疲労による欠陥寸法拡大の推定評価

3－3欠陥の力学的条件の設定

3－4破壊パラメータ，δの算定

4－2破壊靱性パラメータ，δc値の簡易推定法

4－3衝撃荷重の考慮

図3－1－9（WSD－32の修正図面）
Fr　ac　tu　re　Mechan　i　cs　Gu　i　d　ance　fo　r　A　i　r　c　r　a　f　t　S　t　r　uc　t　ur　a　l

APPhCat　ionsの抜葦
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W　S　D－40

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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－42

－43

－44

－45

－46

－47

－48

－49

－50

－51

－52

－53

－54

－55

－56

－57・

一58

－59

－60

〃　一61

〃　一62

〃

〃

〃

〃

一63

－64

－65

－66

3－3欠陥の力学的条件の設定

2－3欠陥の力学的条件の設定一解説

3－4破壊パラメータ，δの算定

4－100D試験
4－2破壊靱性パラメータ，δ、の簡易推定法

4－3衝撃荷重の考慮

溶接欠陥の許容判定基準

1．適用範囲

2．記　号

3－1欠陥特性寸法の設定

図面（δ／eY・～e／e詫残留応力の効果）

3－4破壊パヲメータ，δの算定（解説）

4－1C　OD試験法

C　O　D試験法（解説）

5．判定

委員名簿

委員会開催状況

図3－1－1評価手順
図3－1－10表面欠陥寸法（、．b）と欠陥特性寸法（五）の換算曲線

Des　ign　Guvveによる許容欠陥寸法の試算

B　S　I　DRAFT　STANDARD　RULES　FOR　THE　DERIVAT10N　OF

AeCEPTANGE　LEVELS　FOR　DEFEGTS　IN　FUS　ION　WELDED

JOINTS
欠陥特性寸法を3麗躍としたときの許容設定ひずみの検討

脆性破壊発生に対する溶接欠陥の許容判定基準　一WE　S委員会共同研究

総合報告書一

同　上　　解　説

4．2溶接残留応力の設定（解説）

5．開口変位，δの力学的算定（解説メモ）

解説：欠陥評価の例
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